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　今は昔、大学生の頃、大学図書館のなかでいちばんお世話になったのは参考図書室である。様々な言語の

辞書、百科事典、図録、地図等に加え、諸外国の図書館の蔵書リストや出版目録等が並んでいた。興味を抱

いて入室しても、自分が知りたい｢何か｣をもっていない者にとっては退屈な場所でしかなく、はじめのうち

は私も敬遠していたものである。

　その部屋の思い出は三つある。ひとつは、隠れ家のような魅力をもった場所だったこと。利用者が少なく

静かなところだったので、好きな本をもっていき、部屋の奥まったあたりでのんびり過ごす楽しみがあった。

陽射しがよく入り、窓の外の木々の緑が美しく、時間が止まっているような不思議な空間であった。二つ目

は、ゼミの予習のためによく訪れたこと。特に第二外国語の文献購読は準備が大変で、当初はテキスト 1 ペー

ジを読むのに数時間かかるといった有様だった。辞書をひいて一日

サイテーションインデックスというものの存在を教えてもらっ

たのもそこである。上位にランクされた論文著者についてあれ

これ想像したものだ。研究とは世界規模のものであることを実

感し、自分の視界が急に開けたように思われた。その時のぞく

ぞくするような昂揚感は今でも鮮やかに私のなかにある。

　その後数十年経つが、参考図書室で過ごした時間は忘れがた

い思い出となっている。私にとってそこはずっと「特別な場所」

なのである。

が暮れることもあったが、そんな時間も結構気に入っていたような

気がする。三つ目は、レファレンスの仕事の重要さを知ったことで

ある。参考図書掛の担当者は、どうすれば自分の知りたいものに辿

りつけるのかを即座に教えてくれる神様のような存在だった。国内

で入手できない文献の取り寄せ方を教わったのも、サイテーション

インデックスというものの存在を教えてもらったのもそこである。

上位にランクされた論文著者についてあれこれ想像したものだ。研

究とは世界規模のものであることを実感し、自分の視界が急に開け

たように思われた。その時のぞくぞくするような昂揚感は今でも鮮

やかに私のなかにある。

　その後数十年経つが、参考図書室で過ごした時間は忘れがたい思

い出となっている。私にとってそこはずっと「特別な場所」なので

ある。



ガイダンスを振り返るガイダンスを振り返る

[ 自由記述 ]

・図書館の利用方法がわかったので、たくさん利用し、自分の成長につなげたい。

・実際に本を探すことができて、役に立ちました。

・テストがあったり、実際に本を探してみるなど、自分で考えたり動いて体験する形式だったので、とても分かりやす       

かったです。

・図書館の使い方を知らなかったので、非常に役に立ちました。クイズも楽しかったです。

　今年度も、図書館ガイダンスを前期・後期に分けて実施してきました。

　1 年前期では、図書館の利用案内・蔵書検索の方法について。後期では、文献検索の方法・データベースの使い方

について実際にパソコンを使用し実施しました。他学年（主に 3 年生）には、情報検索について、実施をしました。

【ガイダンスの内容について】

①項目ごとの理解度 ②全体的な評価・意識

前期ガイダンスでは、アンケート調査を行いましたので、その集計結果を報告します。
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前期ガイダンス

A.1 日の読書時間（大学生になってから）

後期ガイダンスを受講した 1 年生 2 名にガイダンス受講後インタビューをしました。

後期ガイダンス

社会福祉学科　楢山仁士さん

Q: ガイダンスを受けて、率直な感想は？

A: すごくわかりやすかったです。パスファインダー「レポートを書こう」も見やすくて、パソコン

　操作でも難しいことがなくて、非常によかったです。また、サポート職員も周りにいて、一人一

　人への細かな対応があり、安心して受けることができました。

Q: ガイダンスの内容については？

A: 本学の OPAC 機能だけではなく、他の様々なサイトから広く本を探す機能を習い、勉強になりました。他のサイ

　トでは、1 つのキーワードから沢山の本を探せたり、関連する著者なども幅広く検索できることがわかり、非常に

　ためになりました。
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看護学科　伊藤遥奈さん

他学年ガイダンス
栄養学科 3 年生の学生さんがゼミ単位で、卒業論文を前にガイダンスを受講してくれました。

受講後 2 名の学生さんにインタビューをしました。

井上　有さん

Q: ガイダンスを受けて率直な感想は？

A: 1 年生の時にも、ガイダンスは受けているのですが、1・2 年生と文献を読んだり、探したりすることを全くしな

　かったので、すっかり忘れていました。でも、先行研究等について、再度詳しく教えてもらうことができて、とて

　もためになりました。

Q: ガイダンスを受ける前と受けた後で、図書館を利用する回数に変化はありましたか ?

A: すごくあります。1・2 年生の時は、文献がどこにあるかもわからず、文献とはどういうものなのかもわかってい

　なかったのです。それに、実験のレポートや食品学などでしか図書館を利用することがなかったのですが、ガイダ

　ンスを受けて、文献の取り寄せサービスがあることを知りましたし、学内にいてもできることがたくさんあること

　もわかったので、今では時間があるとよく利用するようになりました。

Q: ガイダンスを受けて役に立ったことはありますか？

A: 今までは、文献を探すデータベースを CiNii しか知らず、それだけを利用していました。でもガイダンス

　を受けて、 他にもデータベースがたくさんあることを知り、さまざまな文献の内容・種類によって、使い

　分けができるようになり、とても助かっています。

Q: 卒論へ向けて何か、取組みをしていますか？

A: 現在、本学の図書館で購入している栄養系の雑誌を、とにかく読んでいる段階です。まだ始まったばかりですが、

　頑張ります！！

Q: ガイダンスを受けて率直な感想は？ 

A: 前期のガイダンスを受けていなかったので、初めての受講でした。前期に受けていない分、図書の探しかたなど　

　（OPAC）も一緒に教えてもらい、文献だけではなくいろんな図書も探すことができるようになり、本を読むのが楽

　しくなりました。

Q: ガイダンスを受けた後、レポートや講義等で役に立ったことは？

A: ガイダンス終了後、基礎演習の課題で論文を検索することがあり、その時に、CiNii でキーワードを入れると簡単

　に論文を探すことができて、よかったです。

Q: ガイダンス終了後、レポートなどの取組みで、図書や文献を探すデータベースを何か利用しましたか？

A: 基礎演習の課題で論文を探すことがあったので、CiNii を利用しました。また、ガイダンスでせっかく習ったので、

　本学の OPAC も初めて利用して本を探してみました。

Q: 今後ガイダンスを受ける仲間や後輩へ向けておすすめポイントを一言

A: ガイダンスの最後にある課題問題で、今まで書き方がよくわからなかった引用文献について、実践

　できたので、とても勉強になりよかったです。

Q: ガイダンスを受ける前と受けた後で、図書館を利用する回数に変化はありましたか？

A: 正直、図書館利用回数に変化はありません。今は、自分の手元にある社会福祉系の本を熟読中なので・・・。

　でも、学年が進むにつれて回数が増えると思います！！

Q: 今後ガイダンスを受ける後輩へ、おすすめポイントを一言

A: ガイダンスを受けなければわからない、探索方法が沢山あります。探したい本をより早く見つける   

　ことができるし、本に興味がある人、今後様々な本を読まなくてはならない人にはおススメです。　

　ぜひ、進んでガイダンスを受けましょう！！



阿部晃子さん

- 編　集　後　記 -

　今年は例年にない大雪・吹雪と厳しい天候の続く

2014 年 12 月でしたね。皆さんにとってどんな 1

年だったのでしょうか。新年を迎え、国試へ向けて

頑張る学生さんの姿を最近よく目にします。まだま

だ寒い日が続きますが、体調管理を万全にして、悔

いのないよう最後まで頑張ってくださいね！
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本　学　教　員　著　作　紹　介本　学　教　員　著　作　紹　介

『いのちのむすび　～愛を育む豊かな出産～』

晃洋書房　　市川きみえ　著

【495.7-I】　本館・恵陵館：新着コーナー

　生まれてくる赤ちゃんや、家族みんなにとって、

よい出産とは何か。助産業務に携わり、自然出産

に取り組んだ、市川先生が、かかわった多くの女

性の出産について、実際の出産現場、神道の生命

観などから、まとめられた 1 冊です。

『日本を救う農地の畜産的利用　　　　　

　　　　～ TPP と日本畜産の進路～』

農林統計出版　　小林信一　編

【641.7-K】　本館：新着コーナー

　『第 4 章　乳製品関税の撤廃による都府県生

乳生産量および北海道プール乳価の変動推計』

を清水池義治先生が執筆されている本です。

　TPP について、畜産について、様々な執筆者

の方々が書かれた 1 冊です。

Q: ガイダンスを受けて、率直な感想は？

A:1 年生の時のガイダンスで文献検索の方法を習ったと思うのですが、ほとんど覚えていなく、今まで文献を調べる 

　こともなかったので、これから卒論やゼミで文献を探す機会が増えると思うので、受けてよかったです。

Q: ガイダンスを受けて役に立ったことありますか？

A: 文献を探すときに著者名検索をすると、ヒットする件数が多い場合の対処法など、ちょっとした小ネタが

　聞けてすごくよかったです！

Q: 卒論に向けて、図書館に今後してほしいことはありますか？

A: 今回のガイダンスで教えてくれた文献検索のデータベースの詳細や、簡単な操作マニュアルをメモ

　書きでも構わないので、図書館の貸し出しパソコンの周辺に張っておいてもらえると便利だと思いま

　した。

Q: 卒論へ向けて意気込みを一言

A: まだテーマの模索中なので、意気込みはまだないのですが、でも納得した卒論を書きたいと思います。

　妥協しないで書きたいと思っています！！

土曜開館のお知らせ

1 月 17 日・24 日・31 日・2 月 7 日・14 日

9 時　～　16 時まで

臨時休館日

2 月 25 日（水）・3 月 12 日（木）・13 日（金）

開館時間変更のお知らせ

1 月 6 日（火）～　13 日（火）

9 時　～　19 時まで

お間違いのないように、利用してください。

申込はこれからも随時受け付けますので、まだガイダンスを受けていない学生の皆さん！

ぜひ図書館へきてくださいね！

看護学科市川きみえ先生の著作本と、教養教育部清水池義治先生の執筆本が発刊されました。


